




















































































































































































































































































































































































































                             
 ロートの著作からの引用は、Joseph Roth: Werke. 6 Bde., hrsg. von Fritz Hackert und   
 Klaus Westermann, Köln（Kiepenheuer & Witsch） 1989-1991 に拠る。巻数はローマ数字で示す。 
 
１  Tarabas. Ein Gast auf dieser Erde, Werke Ⅴ, S.481-628. 翻訳に際しては、佐藤康彦訳『タラバ 
 ス̶この世の客』（平田達治・佐藤康彦訳『ヨーゼフ・ロート小説集 2』鳥影社 1999 年、 
 229̶461 頁所収）を参考にした。 
２  Werke Ⅴ, S.484. 
３  Hermann Hesse:Gesammelte Werke in zwölf Bänden. Frankfurt a.M. 1972, Bd.12, S.542-543. 
４  Franz Karl Weiskopf:Auf der Flucht ohne Ende.in:Neue Deutsche Blätter.Prag. Jg.1,1933/1934,  
  Nr.10, S.642-644.  
５  David Bronsen:Joseph Roth. Eine Biographie. Köln 1974, S.569. 
６  富重純子｢失われた“Zufall”を求めて̶ヨゼフ・ロートの『タラバス』｣〔詩・言語同人会編『詩・  
 言語』48 巻〕1995, 1-60 頁。富重は、ロートが物語転換点においてしばしば用いる「偶然」が、『タ 
 ラバス』においても非常に頻繁に登場していることを指摘し、その意味を考察している。『タラバス』 
  に関するまとまった先行研究としては、他に、Katharina Ochse: Joseph Roths Auseinandersetzung  
  mit dem Antisemitismus, Würzburg 1999.がある。同書の中で Ochse は、『タラバス』の主人公の反 
 ユダヤ的偏見が、キリスト教への回帰と贖罪の放浪によって克服される過程を分析している。 
７  Das Haus des Herrn Kristianpoller. Werke Ⅴ, S.877-879. 
８  Bronsen: a.a.O. S.569. 
９  Bronsen: a.a.O. S.568-569. 
１０  Werke Ⅴ, S.581. 
１１  Werke Ⅴ, S.606-608. 
１２  Werke Ⅴ, S.608. 
１３  Werke Ⅴ, S.606. 
１４  Werke Ⅴ, S.609. 
１５  Werke Ⅴ, S.608. 
１６  Werke Ⅴ, S.606. 
１７  Werke Ⅴ, S.481. 
１８  Werke Ⅴ, S.487. 
１９  Werke Ⅴ, S.497. 
２０  Werke Ⅴ, S.501. 
２１  他者の排除による空間の独占が人間にもたらす喜びへの懐疑を、ロートは座席に座る人々の姿を通 
   してしばしば示唆している。「モーニングコートを着て、書類かばんを提げた数名の紳士が、開いて 
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   いる窓をいちいち気にくわないといった様子で見つめ、要塞を占領するかのように、不機嫌そうな   
   断固とした態度で空いている席に座った」（Die Flucht ohne Ende. 1927, Werke Ⅳ , S.438.）  
２２  Werke Ⅴ, S.486. 
２３  Werke Ⅴ, S.611. 
２４  Werke Ⅴ, S.482. 
２５  Werke Ⅴ, S.541. 
２６  Werke Ⅴ, S.526. 
２７  Hotel Savoy. 1924, Werke Ⅳ, S.147-242. 
２８  Werke Ⅴ, S.512. 
２９  Werke Ⅴ, S.524. 
３０  Werke Ⅴ, S.516. 
３１  Werke Ⅴ, S.563. 
３２  Werke Ⅴ, S.534. 
３３  Wilhelm von Sternberg:Joseph Roth. Eine Biographie. Köln 2009. S.429. 
３４  Werke Ⅴ, S.509. 
３５  Nachmittag im fremden Hotel. 1931,  Werke Ⅲ, S.356-358. 
３６  Werke Ⅴ, S.591. 
３７  Werke Ⅴ, S.581-582. 
３８  Werke Ⅴ, S.618. 
３９  Werke Ⅴ, S.617-618. 
４０  Hotelwelt. 1929,  Werke Ⅲ, S.5. 
４１  Werke Ⅴ, S.611. 
４２  Hotelwelt. 1929,  Werke Ⅲ, S.28. 
